学校部門（中学部）

１　中学部からみた生徒像
　　生徒たちは、単に「学力」や「学習意欲・態度」の問題だけで学園に措置されてくるわけではない。現状での問題、成育歴、家庭環境、先天的･後天的な障害の有無･程度などにより判断されたものである。よって「学力・学習に関する問題」や生活場面における「問題行動」は、彼らが抱えている「真の」「より深いところの」問題が「表現された」もの、あるいは真の問題により｢やむなく起こってしまった｣ものと捉える観点が必要と思われる。
「学力不振」や「問題行動」は、例えれば氷山の一角が海面に出ている「目に見える」部分だということができる。我々教師は海面下に隠れた氷山の大きな塊のごとき彼らが抱える「真の」「より深いところの」部分を思いやりながら、目に見える問題・課題の支援・改善に取り組んでいくという意識が大切である。
２　中学部の役割
　　措置変更（転校）や卒業による退園が間近になる中学部での活動場面は、学園生活の中で「より社会に近い場所」「社会に出る準備をする場所」と位置づけることができる。そのような役割を担うには、まず学級が一般社会(または通常の学校)と同様に、生活する人（生徒）が安心できるように「集団（学級）として成立している」ことが必然である。
よって、学園の寮や小学部に比べてもう少し強い枠付け、規律・規範が必要になる。簡単に言えば、前述の「目に見える」部分について、「いいことはいい」「だめなことはだめ」というはっきりした姿勢を教師が示し、「学校とはこういうところ」「授業はこういうもの」「先生への態度はこう」というようにしっかり意識づくり、枠づくりを日々継続して行っていくということである。このことは、結果として子どもたち一人ひとりを守ることにもつながる。もちろん、指導の実際に当たっては、生徒の実態に合わせて、必要な範囲、可能なレベルで行い、また生徒一人ひとりとの人間関係を教師各々がきちんと作っておくことが前提となる。
３　中学部の目指すところ
　　上記した「役割」と学園の基本理念にある「信頼、安心」との両立が、中学部の目指すところである。生徒側からみると、「厳しいけれど」「きちんとしなければいけないけど」、「守られている」「一緒に居る」「一緒に歩んでいる、進んでいる」という安心感と信頼感を得られるような学校生活を送らせたい。その上で、学力の向上や基本的な生活習慣の獲得などの必要な支援をしていきたいと考える。
　　様々な辛く恵まれない経験をしてきて、今なお不安や無力感を抱え続けている子どもたちに対して「厳しく」「しっかり」やるには、それと同じだけもしくはそれ以上に、「ともに学び」「ともに遊び」「ともに食べ」「ともに働く(清掃、係・当番活動など)」という子どもと寄り添う姿勢が大切である。また、中学部の方針や活動内容が、学園の生活部門（寮）の方針や心理部門のセラピーと協調し、理解・協力を得られていることも、生徒たちを戸惑わせることなく支援を効果的にするためには重要だろう。
中学部での3年間の学校生活が、生徒たちにとって将来の「生きる力」に少しでもなるように、また振り返ったときに「よい思い出」として残っているように、願い、努力したいと思う。
（Ⅶ 学校部門における具体的取り組み）
2 中学部
１　教育課程の編成について

　　情緒障害児短期治療施設内学級の教育課程は、生徒の学習意欲が乏しいことや学力の不振など、学習面での問題はあるが、知的には問題はないため、本市の教育課程を基本にして編成する。ただし、実際の運用に当たっては、学習に対する不安の程度や治療の進み具合などの面から個別的・弾力的に行っていく。
　　週間総時間数や各教科等の時間数、および１単位時間あたりの授業時間についても、本市の教育課程に準ずるが、生徒の学習に対する意欲や治療の進み具合を十分に考慮して、適切に計画することとする。
２　指導上の配慮

　　本学級の生徒は、家庭・学校・地域などの環境において様々なつまずきを経験してきている。そのため何事にも消極的、受動的、無気力的、反抗的な態度を表す生徒も少なくなく、学校生活においても不適応行動を起こしてしまう生徒が多い。特に、学習に対する興味・関心の低さから、「集中して取り組めない」「持続した取り組みができない」などが大きな課題となっている。
　　そこで、中学校卒業後の進路を見据えながら、次のような指導上の配慮をしながら学習に取り組ませている。

(1)　年間を通した持続的な取り組み

　　努力を重ねていくことの苦手な生徒に、一年間継続して取り組むことの必要性を説き、達成感・成就感を体験させる。
①　朝の体力づくり
　　毎日１限目に体育の授業を入れている。施設での生活で運動不足になりがちな生徒の運動量を確保すると同時に、一日の生活のリズムを整え、心身共に学校生活を良好に送ることができる状態をつくるねらいがある。授業の始めに基礎体力を養うために、比較的、自主的・積極的に取り組ませることができる体力づくりを、下記の方針で行い、自己に挑戦する第一歩と同時に仲間と協力･強調する姿勢を育む機会としている。
　･　縄跳びチャレンジカードを利用し、個別目標を立て、自己に挑戦する姿勢を養う。

　･　大縄跳びの連続記録に全員で挑戦し、仲間と協力･強調し、相互に認め合わせる。
　･　教師も同じように個別目標を立てて参加し、生徒の取り組みのモデルとする。

　･　鬼ごっこなど遊戯的競争を取り入れ、楽しみながら体力づくりに取り組ませる。
②　漢字テスト、計算力テスト、英単語テスト

　　短期間で学習の成果が表れるような課題を望む生徒が多いため、今勉強したことが即テストに出て答えられるような体験をさせたいと考え、週に１回ずつ漢字テスト(漢字練習帳利用)、計算力テスト(簡単な四則計算から到達度によりステップアップしていくやり方で)、英単語テスト(英単語練習帳利用)を実施している。授業前半の30分程度出題範囲の練習・暗記をし、その後５～10分間のテストを行うというやり方で実施している。採点や点数の集計・発表などは係生徒に行わせ、その結果を皆でたたえ合うようにし、「やれば出来る」という自信をつける場としている。
(2)　個別指導の取り組み
　　　生徒の多くは、基礎学力が身についていないことが多い。さらに、授業から遠ざかっていたために、系統的学習に乗り切れないなどの問題点が見られる。そのため、どうしても該当学年の学習進度にはついていけず、遅れが生じていく傾向にある。そのような場合、生徒は学習に興味を示さないことが多い。また、極度に落ち着きを失い、一斉に行われる授業に入れず、個別指導が必要なこともある。
　　　そこで、国語、数学、英語の各教科においては、一斉授業の形態を取りながらも、個別に対応したり、二つないしは三つのグループに分かれたりして、学習進度に応じて教科書や個々に適したプリントを用意して学習している。
　(3)　「総合的な学習の時間」の取り組み

　　　生徒の多くは、自ら意欲的に課題に取り組むことが不得意であり、また無目的で登校すら危惧される生徒もいるので、週の初めに学習意欲をそそるような時間を持つことが必要だと考え、毎週月曜日の午後に「総合的な学習の時間」を２時間設けている。活動内容としては、映画鑑賞、クラブ活動、レクリエーション、行事の事前・事後活動などを行っている。映画鑑賞では、自分の知らない世界を知ったり感動したりしたことを感想に書くようにし、友達の感想も互いに聞くようにしている。クラブ活動は、前・後期４～５回ずつ行い、生徒たちの興味や関心を考慮に入れ内容を決めている。レクリエーションではチームで協力することの大切さを学ぶような内容を取り入れるようにしている。また、その他の活動として、清掃・奉仕活動などにも活用している。
３　本校（川名中学校）との交流
　　学校行事の中で、体育大会については、本校の種目の中から希望を募り、出場したい

種目に参加している。今までに、良い成績を残して表彰されることもあり、本人にとっ
ても大きな自信につながった。文化祭では、芸術鑑賞に参加したり、本校生徒の展示作
品を見学したりしている。また、本校で行われる儀式や保健行事にも参加し、大集団の
雰囲気に慣れるようにしている。さらに、本校の運動場や体育館を利用し、特設体育や
運動能力・体力調査を行い、日ごろの体力づくりの成果を発揮する場としている。
４　進路指導について
　　　家族関係の不調が改善されないこと等の理由で、卒業するまで在籍する生徒も少なくないが、こうした生徒に対する進路指導では、生徒の学力の程度や職業適性・興味などを見極めることの困難さが問題となっている。そこで、進路指導に際しては次の点に配慮しながら進めるようにする。
　・　情緒の安定を図り、対人関係の調整力を高めるよう配慮・指導する。
　・　本校(川名中学校)の実施計画を参考に評価を行い、生徒の学力の程度や問題点を探る。

　・　進学指導については、本校の進路指導主任と連携をとりながら、進路説明会や進路相談を計画的に実施し、志望校の選択や調整を行う。
　・　就職指導については、職業安定所による職業相談実施計画に合わせて職業適性に関する面接を行ったり、職業相談や職場見学を実施したりする。
　・　くすのき学園内の各部門(心理、生活、学校)の担当者が集まり生徒の適切な進路について話し合いを持ったり、進路検討会を開いたりして、より良い進路を決定していく。また、必要に応じて、家族担当を通じて保護者との進路懇談も設定している。
（Ⅷ 退園後、卒業後に向けた支援）
３ 実際の中学部卒業後の進路先

　(1) 過去５年間の進路先
	
	進     学
	就   職
	その他

	平成18年度
	公立全日制稲沢高校(園芸科)
私立愛知女子高校(普通科)
私立黄柳野高校(普通科･全寮制)
公立夜間定時制瑞陵高校(普通科)
公立夜間定時制明和高校(普通科)
公立夜間定時制中央高校(普通科)
公立通信制旭陵高校(普通科)
サポート校ニュートン高等学院
	大丸食品
	家事手伝い

	平成19年度
	公立全日制守山高校(普通科)
公立全日制日進高校(普通科)

専修学校東洋調理技術学院

あいち造形デザイン専門学校

公立夜間定時制明和高校(普通科)

公立夜間定時制中央高校(普通科)
	
	家事手伝い

	平成20年度
	公立夜間定時制明和高校(普通科)
公立夜間定時制愛知工業高校(電子機械科)

公立夜間定時制中央高校(普通科)
公立夜間定時制中央高校(商業科)

半田養護学校桃花校舎(普通科)
	就職（縁故）
	家事手伝い

	平成21年度
	公立全日制守山高校(普通科)

私立享栄高校(商業科)

公立夜間定時制瑞陵高校(普通科)

公立夜間定時制中央高校(普通科)

ニュートン高等専修学校(総合教養科)
	就職（縁故）
	

	平成22年度
	公立夜間定時制瑞陵高校(普通科)

公立夜間定時制明和高校(普通科)

公立夜間定時制名南工業高校(機械科)
	
	家事手伝い
就労支援施設入所


　(2) 本校、その他との連絡・調整等　
	６月
	第１回職安連絡会議

	７または９月
	進路相談

	９月
	第２回職安連絡会議

第１回進路調査

	１０月
	職業相談

	１１月
	進路説明会

第２回進路調査

	１２月
	進路相談（私立・専修学校受験校決定）

	１月
	第３回進路調査
進路相談（公立全日制・定時制等受検校決定）


